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（
寄
稿
）

写
真
展

鵠
沼
の
５
０
年
」
と
私
の
写
真

r

福
地

誠
一

「
く
げ
ぬ
ま
の
５
０
年
」
展
（
９
月
１
６
日
～
１
８
日

、
於
鵠
沼
公
民
館
）
は
お
陰
様
で
大
成
功
に
終
わ
り
ま
し

た
。３

日
間
の
全
会
期
中
、
推
計
１
、
０
０
０
人
を
越
え
る

参
観
の
方
が
た
と
、
世
話
人
役
を
買
っ
て
出
ら
れ
た

方
が
た
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

然
し
五
十
年
と
は
我
な
が
ら
驚
き
ま
し
た
。
昭
和

初
期
あ
の
写
真
を
撮
っ
て
い
た
こ
ろ
、
ま
さ
か
五
十
年

後
に
、
こ
の
写
真
で
展
覧
会
の
よ
う
な
も
の
を
し
よ

う
等
と
は
思
い
も
寄
ら
ぬ
こ
と
で
し
た
。
自
分
も
随

分
古
く
な
っ
た
と
い
ま
さ
ら
の
よ
う
に
痛
感
し

ま
す
。

だ
が
私
の
写
真
は
も
っ
と
古
い
の
で
す
。
大
正

１
１
年
、
私
が
１
３
才
の
頃
、
時
恰
も
日
本
は
素
人

写
真
と
称
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
の
ブ
ー
ム
が
、
ピ

ー
ク
に
達
し
た
頃
で
し
た
。

雑
誌
「
少
年
倶
楽
部
」
に
ま
で
「
写
真
の
現
像
と

焼
き
付
け
の
仕
方
」
と
い
う
記
事
が
載
り
、
こ
れ

を
読
ん
で
カ
メ
ラ
が
欲
し
く
て
た
ま
ら
な
く
な
り
、

東
京
深
川
に
住
ん
で
い
た
自
分
は
、
銀
座
４
丁
目
ま
で

カ
メ
ラ
を
買
い
に
行
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
箱
形
の
所
謂
ボ
ッ
ク
ス
カ
メ
ラ
で
、
値
段

は
４
円
５
０
銭
で
し
た
。
正
直
の
と
こ
ろ
こ
の
カ

メ
ラ
は
玩
具
に
等
し
い
も
の
で
、
満
足
な
も
の
は
撮

っ
て
い
ま
せ
ん
。
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翌
大
正
１
２
年
、
母
親
に
せ
が
ん
で
、
大
枚
１
３

円
５
０
銭
の
大
金
を
出
さ
せ
、
ヴ
ェ
ス
ト
コ
ダ
ッ
ク

を
買
っ
た
が
、
半
年
後
に
は
例
の
関
東
大
震
災
で
、

東
京
は
火
の
海
と
化
し
、
カ
メ
ラ
も
焼
い
て
し
ま
い

ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
約
９
か
月
間
、
私
の
写
真
の
ブ
ラ
ン
ク

が
続
き
ま
し
た
が
、
翌
年
国
産
の
機
械

を
買
っ
て
、
以
来
、
今
日
ま
で
６
０
余
年
、
だ
ら
だ

ら
と
牛
の
涎
の
よ
う
に
何
の
野
心
も
な
く
、
ひ
た
す

ら
万
年
ア
マ
チ
ュ
ア
の
道
を
よ
く
も
飽
き
ず
に
歩

き
続
け
て
き
た
も
の
と
、
自
分
な
が
ら
呆
れ
返
っ
て

い
ま
す
。

然
し
、
こ
の
長
い
年
月
の
間
に
分
っ
た
こ
と
は
只

一
つ
、
趣
味
事
は
長
年
、
時
に
は
一
生
続
け
な
い
と

そ
の
深
奥
を
極
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

私
は
今
日
で
も
、
撮
影
か
ら
引
き
伸
ば
し
ま
で
一
貫

し
て
自
分
の
手
で
や
っ
て
い
て
人
に
任
せ
ま
せ
ま
ん
。

そ
れ
は
青
年
時
代
に
読
ん
だ
入
門
書
に
、
引
き
伸
ば
し

を
マ
ス
タ
ー
し
な
け
れ
ば
自
由
な
表
現
は
望
め
な
い

と
書
い
て
あ
り
、
引
き
伸
ば
し
に
於
け
る
様
々
な
技
法

が
述
べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
自
家
引
き
伸
ば
し
の
大

き
な
魅
力
と
な
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

そ
れ
で
今
日
で
も
モ
ノ
ク
ロ
に
専
念
し
て
い
ま
す
。

モ
ノ
ク
ロ
独
特
の
美
し
さ
。
一
般
に
は
余
り
分
ら
な

い
か
な
！

―
―

完

―
―

（
昭
和
５
８
年
９
・
３
０

原
稿
受
領
）
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堀
一
族
の
越
後
支
配
時
代

伊

藤

節

堂

（
は
じ
め
に
）

越
後
の
国
の
支
配
者
と
い
え
ば
、
誰
で
も
即
座
に

上
杉
謙
信
と
答
え
る
あ
ろ
う
し
、
あ
の
有
名
な
川

中
島
の
場
面
が
目
の
前
に
浮
か
ん
で
来
る
と
思
う
。

私
は
こ
こ
に
「
掘
一
族
に
よ
る
越
後
支
配
」
を
表

題
と
し
て
掲
げ
た
の
で
あ
る
が
、
堀
氏
と
は
い
っ
た

い
誰
の
こ
と
か
、
そ
し
て
そ
れ
は
い
つ
頃
の
こ
と
か

な
ど
と
あ
る
い
は
首
を
か
し
げ
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
ほ
ど
、
上
杉
謙
信
と
い
う
人
物
が
あ
ま
り
に

も
偉
大
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
名
声
の
蔭
に
か
く
れ
た
堀

一
族
を
越
後
の
歴
史
の
中
か
ら
見
失
っ
た
と
い
う

感
じ
が
し
て
な
ら
な
い
。

一
、

謙
信
の
死
と
家
督
争
い

天
正
６
年
（

）
３
月
１
３
日
英
雄
上
杉
謙
信
が

1578

４
９
才
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
家
督
相
続
の
争
い
が
起
き
た
。

養
子
景
勝
と
養
子
景
虎
と
の
争
い
で
あ
る
。

景
勝
は
坂
戸
城
主
長
尾
政
景
の
二
男
で
永
禄
２
年

（

）
に
養
子
と
な
っ
た
。
２
４
才
で
あ
っ
た
。

1559景
虎
は
小
田
原
城
主
北
条
氏
康
の
七
男
で
三
郎

氏
秀
、
元
亀
元
年
（

）
に
養
子
と
な
り
、
謙
信
か

1570

げ

ん

き

ら
景
虎
の
名
を
も
ら
っ
た
。
２
５
才
で
あ
っ
た
。

天
正
６
年
５
月
景
勝
は
御
舘
城
（
直
江
津
）
に
景

お

た

て

虎
を
攻
め
る
、
景
虎
は
破
れ
て
鮫
ヶ
尾
城
（
新
井
市
）

さ

め

が

お
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に
退
い
た
が
城
主
堀
江
宗
親
の
謀
叛
に
あ
っ
て
自

害
し
た
。
天
正
７
年
３
月
２
４
日
の
こ
と
で
あ
る
。

二
、
慶
長
３
年
の
大
異
動

堀
一
族
の
越
後
支
配
は
、
慶
長
３
年
４
月
２

日
付
秀
吉
の
朱
印
状
に
よ
り
、
堀
秀
治
が
春
日
城

主
に
な
っ
た
時
か
ら
始
ま
る
。

（
秀
吉
朱
印
状
）

其
の
方
家
中
、
侍
の
事
は
申
す
に
及
ば
ず
、
中
間
・

小
者
・
下
男
其
の
外
奉
公
人
た
る
者
、
一
人
残
ら

ず
召
し
連
れ
、
越
後
へ
罷
り
越
す
べ
く
候
、
自
然
罷
り

さ
ざ
る
族
こ
れ
あ
る
に
於
て
は
、
先
先
出
し
追
い
、

成
敗
を
加
う
べ
く
候
。
但
し
検
地
帳
面
に
相
付
け

百
姓
の
儀
は
、
一
切
召
し
連
れ
間
敷
く
候
也

卯
月
二
日

秀
吉
朱
印

（
堀
秀
治
）

羽
柴
久
太
郎
ど
の
へ

慶
長
３
年
正
月
秀
吉
は
ま
ず
、
会
津
城
主
蒲
生
秀

行
を
宇
都
宮
に
移
す
。
つ
ぎ
に
、
春
日
山
城
主
上
杉

影
勝
を
会
津
１
２
０
万
石
に
移
し
た
。

そ
し
て
越
前
北
ノ
庄
堀
秀
治
を
春
日
山
４
５
万

石
に
抜
擢
し
、
越
後
の
国
守
と
し
た
。
若
冠
２
３
才
で

あ
っ
た
。

さ
て
、
越
後
の
国
主
と
な
っ
た
堀
秀
治
は
、
越
後

を
支
配
す
る
た
め
に
、
一
族
や
家
臣
を
越
後
の
国
内
の

重
要
地
点
に
配
置
し
た
。

（
実
は
頼
勝
が
正
し
い
と
い
う
）

ま
ず
、
与
力
大
名
村
上
義
明
を
加
賀
小
松
６
万
５

千
石
か
ら
、
越
後
村
上
９
万
石
に
移
し
た
。

同
じ
く
与
力
大
名
溝
口
秀
勝
を
加
賀
大
聖
寺
４
万

４
千
石
か
ら
越
後
新
発
田
６
万
石
に
移
し
た
。

秀
治
は
家
老
の
堀
重
政
を
越
後
三
条
５
万
石
に
据

え
た
。
重
政
は
嫡
子
直
清
を
城
代
と
し
て
三
条
城
に
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お
き
、
自
分
は
家
老
と
し
て
春
日
城
に
入
っ
た
。

堀
重
政
は
奥
田
七
郎
直
純
の
子
で
堀
久
太

郎
秀
政
を
主
人
と
し
た
。
の
ち
、
秀
政
が
北
の
庄
城

主
と
な
っ
た
こ
ろ
堀
の
姓
を
名
の
っ
た
。

つ
ぎ
に
、
秀
治
の
弟
堀
美
作
守
親
良
を
長
岡
蔵

王
堂
４
万
石
城
主
と
し
た
。

ま
た
、
家
老
堀
重
政
の
次
男
堀
直
奇
を
、
六
日
町

坂
戸
２
万
石
城
主
と
し
た
。

三
、
秀
吉
の
死
と
堀
一
族

堀
氏
の
越
後
支
配
の
布
石
が
滞
り
な
く
終
っ
て
か

ら
４
か
月
後
豊
臣
秀
吉
が
こ
の
世
を
去
っ
た
。

秀
吉
に
一
身
を
捧
げ
、
秀
吉
に
よ
っ
て
大
名
に
取

り
立
て
ら
れ
、
こ
の
度
春
日
山
４
５
万
石
を
与
え
ら

れ
た
堀
氏
に
と
っ
て
は
大
き
な
衝
撃
で
あ
っ
た
。

城
主
秀
治
は
急
遽
一
族
を
集
め
て
協
議
し
た
。
家

老
堀
直
政
は
天
下
の
推
移
を
洞
察
し
て
、
太
閤
取
立

て
の
大
名
で
あ
り
な
が
ら
、
宗
家
安
泰
の
た
め
、
徳

川
に
味
方
す
る
こ
と
を
進
言
し
、
こ
れ
に
決
し
た
。

や
が
て
、
慶
長
５
年
９
月
関
ケ
原
の
戦
い
と
な
り
、

東
軍
の
勝
利
と
な
る
。

四
、
堀
家
騒
動

慶
長
１
１
年(

)

５
月
、
春
日
山
城
主
堀
秀
治
が

1606

３
１
才
の
若
さ
で
死
去
し
、
嗣
子
忠
俊
１
２
才
が
継
い
だ
。

翌
慶
長
１
２
年
築
城
中
の
福
島
城
（
直
江
津
）

が
竣
工
し
て
、
忠
俊
以
下
春
日
城
か
ら
移
る
。

そ
の
翌
年
、
慶
長
１
３
年
２
月
、
家
老
堀
重
政
が

病
気
の
た
め
福
島
城
で
死
去
し
た
。
行
年
６
２
才
。
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と
こ
ろ
が
、
こ
の
家
老
職
を
め
ぐ
っ
て
、
長
子
直

清
（
三
条
城
主
）
と
次
子
直
奇
（
坂
戸
城
主
）
と
の

争
い
と
な
っ
た
。
慶
長
１
５
年
（

）
閏
２
月
２
日
、

1610

こ
の
争
い
は
、
駿
府
に
お
い
て
家
康
が
直
裁
す

る
と
こ
ろ
と
な
り
、
直
清
を
非
と
し
て
三
条
５
万
石

は
没
収
、
身
柄
は
出
羽
の
最
上
義
光
に
預
け
た
。

直
奇
は
坂
戸
城
５
万
石
か
ら
信
州
飯
山
４
万
石
に

減
封
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
は
宗
家
堀
忠
俊
１
６
才
に
も
及
び
、
若
年

に
し
て
一
族
を
統
率
す
る
能
力
な
し
と
し
て
、
越
後

福
島
城
４
５
万
石
を
没
収
、
身
柄
を
鳥
居
忠

政
に
預
け
た
。

こ
の
処
分
が
決
ま
る
と
す
ぐ
翌
３
月
付
で
、
家
康
の

６
男
松
平
忠
輝
を
、
川
中
島
か
ら
福
島
城
４
５
万
石

に
移
動
し
た
。

外
様
大
名
の
取
り
つ
ぶ
し
は
、
関
ケ
原
以
来
常
に

家
康
の
胸
中
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
堀
氏
の

身
内
争
い
は
、
は
し
な
く
も
、
家
康
に
と
っ
て
は
、

ま
た
と
な
い
機
会
と
口
実
を
与
え
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
る
。

こ
こ
で
、
堀
一
族
に
よ
る
越
後
一
国
の
支
配
時
代

は
終
り
、
徳
川
の
親
藩
ま
た
は
譜
代
の
大
名
に
と
っ

て
代
わ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
堀
一
族
が
越
後
か
ら
ま
っ
た
く
姿
を
消
し
た

の
で
は
な
い
。
村
上
城
主
１
０
万
石
堀
直
奇
は
、
わ
ず

か
２
５
年
間
で
終
る
が
、
村
松
藩
３
万
石
、
堀
氏
は
２

３
０
年
間
、
椎
谷
藩
１
万
石
、
堀
氏
は
２
５
０
年
間
と
、

明
治
維
新
に
至
る
ま
で
そ
の
歴
史
が
つ
づ
く
の
で
あ

る
。

―
―

完

―
―
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堀

一

族

に

関

係

の

あ

る

城
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越

後

に

お

け

る

堀

一

族

と

所

領

の

変

遷
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（

斯

波

・

奥

田

・

堀

氏

の

系

譜

）
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（
あ
と
が
き
）

日
頃
不
勉
強
の
私
が
、
あ
え
て
「
越
後
の
堀
氏
」

に
挑
戦
し
た
の
に
は
わ
け
が
あ
り
ま
す
。

会
員
奥
田
直
元
さ
ん
は
鵠
沼
で
生
ま
れ
、
鵠
沼
で

育
っ
た
生
粋
の
鵠
沼
っ
子
で
あ
り
ま
す
が
、
祖
先
が

遠
く
越
後
の
堀
氏
の
血
を
引
く
縁
り
の
方
で
あ
る
こ

と
を
チ
ラ
ッ
と
耳
に
す
る
に
及
ん
で
、
に
わ
か
に
堀

一
族
に
興
味
を
覚
え
、
そ
の
ル
ー
ツ
を
探
っ
た
次
第

で
あ
り
ま
す
。

徳
川
３
０
０
年
の
治
世
の
な
か
で
、
豊
臣
恩
顧
の
大

名
、
つ
ま
り
外
様
で
あ
る
村
松
藩
堀
氏
、
椎
谷
藩
堀

氏
が
、
か
っ
て
は
堀
氏
の
与
力
大
名
で
あ
っ
た
新
発

田
藩
溝
口
氏
と
と
も
に
、
一
度
の
転
封
も
な
く
明
治

維
新
に
至
っ
た
こ
と
は
、
幕
府
に
対
し
て
も
、
ま
た
領

民
に
対
し
て
も
、
施
政
の
よ
ろ
し
か
っ
た
こ
と
を
物

語
る
も
の
と
し
み
じ
み
思
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
文
献
）

太
田

亮

「
姓
氏
家
系
大
事
典
」

人
物
往
来
社

「
読
史
総
覧
」

吉
川
弘
文
館

「
明
治
維
新
人
名
事
典
」

小

学

館

「
日
本
の
歴
史

（
大
名

（
江
戸
幕
府
）

」

）

平

凡

社

「
日
本
歴
史
地
名
大
系
」

吉
田

東
伍

「
大
日
本
地
名
辞
書
」

山
田

源
行

「
郷
土
史
辞
典

（
新
潟
県
）

」

渡
辺

慶
一

「
我
が
町
の
歴
史

（
上
越
）

」

新
潟
高
校
教
育
研
究
会

「
資
料
新
潟
県
史
」

鈴
木

針
三

「
村
上
城
主
代
々
記

「
村
上
市
歴
史
散
歩
」

」

堀

直
敬

「
堀
家
の
歴
史
」

（
昭
和
５
８
・
９
・
１
５
記
）
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